
晴
海
で
田
植
え

　

晴
海
に
田
ん
ぼ
が
出
現
し
ま
し
た
。
場

所
は
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
サ
ウ
ス
ト

リ
ト
ン
パ
ー
ク
お
よ
び
晴
海
第
三
公
園

で
、
大
き
さ
は
９
ｍ
×
５
ｍ
ほ
ど
で
す
。

木
枠
で
組
ん
だ
田
ん
ぼ
の
中
に
粘
土
と
堆

肥
入
り
の
土
壌
を
二
層
に
敷
き
な
ら
し
、

水
を
張
り
ま
す
。
水
位
を
一
定
に
調
整
す

る
た
め
の
装
置
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
、
い
よ
い
よ
田
植
え
当
日
。

晴
海
連
合
町
会
お
よ
び
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス

ク
エ
ア
の
主
催
に
よ
り
、
月
島
第
三
小
学

校
の
5
年
生
児
童
79
名
が
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。
米
の
品
種
名
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
で

す
。
苗
は
３
本
ほ
ど
を
ひ
と
ま
と
め
に

し
、
指
で
や
さ
し
く
持
ち
、
深
す
ぎ
ず
浅

す
ぎ
ず
、
隣
の
苗
と
列
を
揃
え
な
が
ら
植

え
て
い
き
ま
す
。
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入

り
、
冷
た
い
水
と
粘
土
質
の
土
に
足
を
取

ら
れ
な
が
ら
も
、
一
株
一
株
丁
寧
に
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
、
こ
こ
で
は
プ
ラ
ン

タ
ー
を
使
用
し
て
田
植
え
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
田
ん
ぼ
の
中
で
足
を
踏
み
締
め
な

が
ら
の
田
植
え
は
初
め
て
で
す
。
今
後

は
、
秋
の
稲
刈
り
に
向
け
、
雑
草
取
り
や

ス
ズ
メ
等
鳥
害
を
防
ぐ
た
め
の
ネ
ッ
ト
張

り
な
ど
、
稲
の
生
長
に
合
わ
せ
た
手
入
れ

作
業
を
行
い
な
が
ら
、
豊
作
を
祈
り
つ
つ

大
切
に
育
て

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。
田
植
え

を
終
え
た
児

童
か
ら
は

「
秋
に
は
自

分
た
ち
で
植

え
た
お
米
で

美
味
し
い
お

に
ぎ
り
が
食

べ
た
い
ね
」

と
い
う
感
想

も
聞
か
れ
ま

し
た
。

●
問
合
せ
先

水
と
み
ど
り
の
課　

緑
化
推
進
係

☎
（
3
5
4
6
）
5
4
3
4

晴
海
第
三
公
園

も
っ
と
気
軽
に
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
中
央
エ
コ
ア
ク
ト

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

は
、
石
油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃

料
を
燃
や
す
と
発
生
し
ま
す
。
私
た
ち
が
日
常

生
活
で
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
を
使
用
し
て

も
こ
の
二
酸
化
炭
素
は
発
生
し
ま
す
。

　
23
区
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

　

都
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、
私
た
ち
が
居
住
す
る
23
区
に
お
い

て
も
平
成
24
（
2
0
1
2
）
年
度
で
は
平
成
2

（
1
9
9
0
）
年
度
と
比
較
す
る
と
全
体
で

22
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
部
門
別
で
は
、
業
務

部
門
が
70
％
、
つ
い
で
家
庭
部
門
が
55
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
約
３
割
は
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
に
は

家
庭
の
省
エ
ネ
対
策
が
重
要
で
す
。
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23区の二酸化炭素排出状況

省エネナビ

家庭の

省
エ
ネ
ナ
ビ
貸
出
中
（
無
料
）
！

　

省
エ
ネ
ナ
ビ
は
電
気
使
用
量
や
電
気
料
金
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示

す
る
機
器
で
す
。

　

電
気
の
使
い
方
を
「
見
え
る
化
」
し
て
省
エ

ネ
活
動
の
効
果
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

貸
出
は
区
民
の
方
が
対
象
で
す
。
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
、住
基
カ
ー

ド
な
ど
）
を
お
持
ち
の
上
、
区
役
所
７
階
環
境

推
進
課
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

都
民
の
省
エ
ネ
に
関
す
る

実
態
調
査

　

東
京
都
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
（
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東

京
）
で
は
、
家
庭
の
省
エ
ネ
に
お
け

る
「
思
い
違
い
」
な
ど
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

http://tokyo-co2dow
n.jp/

ecology/shoene_investigation/

《
調
査
結
果
（
抜
粋
）》

　

深
夜
に
電
気
料
金
が
安
く
な
る
契

約
を
し
て
い
な
い
人
の
う
ち
、
約
５

割
の
人
が
「
深
夜
」
で
あ
れ
ば
当
然

に
料
金
が
安
く
な
る
と
思
い
違
い
を

し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
契
約
し
て
い

る
の
か
調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
他
の
家
庭
の
省
エ
ネ
支
援
事
業
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

東
京
都
の
支
援

○
家
庭
の
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

　

東
京
都
が
認
定
し
た
企
業
・
団
体

の
ス
タ
ッ
フ
が
「
家
庭
の
省
エ
ネ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
、
各
家
庭
や

町
会
に
直
接
お
伺
い
し
、
省
エ
ネ
対

策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
制
度
で

す
。

●
問
合
せ
先

ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東
京　

普
及
連
携
チ
ー
ム

☎
（
5
3
8
8
）
3
4
2
2

○
家
庭
用
蓄
電
池
等
に
対
す
る
補
助

金
　

家
庭
用
蓄
電
池
、
燃
料
電
池
（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）
等
を
都
内
に
設
置
す

る
方
に
対
し
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
家
庭
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
機
器
）
の
設
置
を

条
件
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
、
ス
マ
ー
ト
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
促
進
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東
京　

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

助
成
金
担
当
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
（
5
3
2
0
）
7
5
4
4

■中央区の環境に関する助成制度一覧　　*工事前に助成金の申請が必要です。助成には要件がありますのでお問い合わせください。

名称 対象機器等 対象者 問合せ先

自然エネルギー及び
省エネルギー機器等導入費助成（住宅用） 太陽光発電システム、ソーラーシステム、高効率給湯器、高反射率塗料等 区民、分譲共同住宅管理組合、賃貸共同住宅所有者 環境推進課温暖化対策推進係

☎（3546）5628

自然エネルギー及び
省エネルギー機器等導入費助成（事業所用）太陽光発電システム、LEDランプ、エアコンディショナー等の省エネルギー機器 区内に事業所を有する中小企業者等 環境推進課温暖化対策推進係

☎（3546）5628

環境経営認証取得費助成 エコアクション 21、エコステージ、ISO14001、グリーンプリンティング、
グリーン経営認証 区内に事業所を有する中小企業者等 環境推進課温暖化対策推進係

☎（3546）5628

民間緑化助成 屋上・ベランダ緑化、壁面緑化、接道部緑化、接道部以外の地上部緑化 区民、区内事業者 水とみどりの課緑化推進係
☎（3546）5434

出典：�平成 26年度オール東京 62市区町村共同事業みどり東京・
　　　温暖化防止プロジェクト「特別区の温室効果ガス排出量」

　
中
央
エ
コ
ア
ク
ト
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

家
庭
で
の
省
エ
ネ
活
動
や
日
常
生
活
で
の
環

境
配
慮
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
「
中
央
エ
コ
ア

ク
ト
（
中
央
区
版
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
シ
ス

テ
ム
）」
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る

節
電
な
ど
の
環
境
配
慮
活
動
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

減
ら
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。
家
庭
で
無
理

な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
光
熱
水
費
の
削
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
勢
の
方
が
よ
り
気
軽
に
参
加
が
で
き
る
よ

う
に
、
取
組
期
間
を
一
か
月
に
短
縮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
証
の
特
典
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
（
詰
め
替
え
無
用
ク
リ
ッ
プ
等
、
4
種
類
の

エ
コ
グ
ッ
ズ
か
ら
お
ひ
と
つ
差
し
上
げ
ま
す
）。

　

家
族
で
ワ
イ
ワ
イ
取
り
組
む
も
良
し
、
一
人

で
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
む
も
良
し
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

田
植
え
の
様
子

申込み

取　組

クール・ネット東京
（ぼうしちゃん）

認　証
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環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
環
境
活
動

登
録
団
体
　
環
境
活
動
発
表
会

　

平
成
27
年
２
月
11
日
（
水
曜
日
）
、
環

境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
環
境
活
動
登
録
団
体

の
方
々
が
集
い
、
環
境
に
関
す
る
各
団
体

の
取
組
に
つ
い
て
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
17
団
体
42
名
が
参
加
し
、
全

体
会
で
は
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京

中
央
が
『
温
暖
化
防
止
と
非
営
利
活
動
～

里
山
竹
林
再
生
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
』
、
中
央
区
森
の
応
援
団
が
『
檜
原
村

で
知
る
、
見
る
、
体
験
ツ
ア
ー
』
、
地
中

熱
利
用
促
進
協
会
が
『
地
中
熱
利
用
促
進

協
会
の
広
報
普
及
活
動
』
の
事
例
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
後
は
、
自
然
環
境
、
都
市
環

境
・
生
活
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
の
３

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
日
頃
の
活
動

状
況
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
と
生
活
環
境
・
都
市
環
境
の

分
科
会
で
は
、
「
都
会
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
教
育
の
課
題
」
に
つ
い
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
の
分
科
会
で
は
、
「
ど
う
し

た
ら
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
が
で
き

る
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

　非営利グリーンネットワーク東
京中央は、平成24年1月に登録さ
れました。本部は、昭和40年創立
の非営利グリーンネットワーク・
ジャパン。「みんなでつくろう自
然にふれながら夢の環を共有でき
るシンプルでスローな心豊かな暮
らし」をスローガンに、本部と協
働しながら自然との触れ合いを主
体に活動しています。
　活動の中心としているのは「い
きものみっけ！」「里山竹林再生
活用プロジェクト」「農山漁村都
市国際交流」の3つ。
　「いきものみっけ！」は都心の
身近な公園を始め、奥多摩、群馬
県、伊豆などで自然な環境の中で
子供たちを対象にした観察会や自
然体験。「里山竹林再生活用プロ
ジェクト」は、荒廃が進む竹林の
再生と活用を促すために、間伐を
行ったり、竹炭作り、竹を使った
クラフトなどのワークショップな
どを開いています。「農山漁村都
市国際交流」は、奥多摩、群馬県
倉渕や西アフリカのブルキナファ
ソなどとの交流を目的としていま
す。
　「発想は村おこしなんです。自

然と共生し、遊びながら持続可能
な自給自足をしたい。〝気分は開
拓団〟で楽しくやっています」と、
名誉顧問の和邇(わに)雅紀さん。
　運営の中心メンバーは10数人。
とくに決まった役割はなく、得意
な分野、好きな分野で手を上げた
メンバーが企画・立案などを行っ
ているとのこと。大切にしている
のは地域性。遊ぶだけではなく、
それぞれの地域の特性に合わせて
どんな発想やイベントができる
か、そのためにはきちんとした体
系作りが必要だと語ります。活動
の原点は「好きなことだからやる。
だから長続きする」と和邇さん。
豊かな人のネットワークを財産に、
NPOの申請も準備しています。

　始まりは、西奈緒美会長のフェ
イスブック、SNSからでした。プ
ラスチックというカテゴリーに携
わる人たちとコミュニケーション
を深め、食事会などを開くうち、
モノ作りに生かせる場ができない
だろうかと平成26年1月に11人の
会員で設立されました。現在の会
員は20人。プラスチックを通じ
て、原料、製造、技術、教育シス
テム、環境、リサイクル、産廃な
どなど、プラスチック産業の上流
から下流まで、幅広い関連業種の
会員が集まっています。「専門分
野の知識や造詣は深くても、それ
以外は浅い。そういう方はこの業
界にも多いんです。企業の垣根を
越えて情報交換と交流の場を作
り、モノづくりの発展を支援でき
ればというのがきっかけです」と
西会長。これまで横のつながりが
薄かった人たちをつなげたいとの
願いでした。さらに「この会は第
4の集まりなんです」と続けま
す。第1は家族、第2は得意先、第
3は上司。プラスチックみらい研
究会を第4の場として、交流を楽
しみたい人も、知識を深めたい人
も楽しんでいただきたいと願って

います。
　現在、2カ月に1回を基本に勉強
会や見学会、セミナーを開催して
います。国内だけでなく、韓国の
企業でも見学会を実施していま
す。個人では訪れることのできな
い大企業の工場見学も、会員のサ
ポートで可能になるのが研究会の
強み。また、平成26年には11月
14日を「いい樹脂の日」と定め、
プラスチックの正しい知識を持っ
てもらおうと座談会を開催するな
ど、啓蒙・啓発活動にも力を入れ
ています。
　環境情報センターの登録は平成
26年11月。プラスチック業界だ
けでなく、より幅広い業界、団体
の人と交流しながら、プラスチッ
クへの正しい理解と未来を発信し
続けています。

環境情報センターの夏休みイベントスケジュール
日時 タイトル 内容 講師 対象 申込締切日

7月 11日（土） 午後 2時～ 4時
宇宙環境講座　ミッション 3
～�気温差による影響を探れ！～

台風やエルニーニョ現象など海面水温の温度差により発生する気象現象が地
球に与える影響を学びます。また、実験を通して空気循環を学び、生活の中
で活用できることや省エネについても考えます。

ＪＡＸＡ職員
小学生　30名
≪先着順≫

７月１０日（金）

7月 22日（水）
午後２時～
３時３０分

めだかのすむ世界
減少している野生のめだか。その野生のめだかの生態やめだかを取り巻く様々
な環境について、生きためだかを観察しながら学ぼう！

森の演出家
土屋　一昭

小学生　20名
≪申込多数の場合は抽選≫
（小学校 3年生以下は保護者同伴）

７月１７日（金）

7月 27日（月）
～

8月 2日（日）
午前９時～ もりもりフェスティバル２０１５

環境情報センターを開放し、中央区の森や森林保全に関する展示や、エコな
ワークショップを開催します。子どもから大人まで楽しめるイベントが“もり”
だくさん！！
なお、中央区の森の間伐材ワークショップは７/29 および 7/31 の午後１時
３０分～４時に行います（キットがなくなり次第終了）。

−
どなたでも
≪入場自由≫

無し

7月 30日（木）
午後２時～
３時３０分

どきどき電気のフシギ体験教室
電気の専門家から電気を安全に使用することを学びます。身近な電気製品で
使われているモーターの仕組みが見えるクリップモーターの作成実験も行な
います。

東京電力社員／
関東電気保安協会
職員

小学生　20名
≪申込多数の場合は抽選≫
（小学校 3年生以下は保護者同伴）

７月２４日（金）

8月 1日（土）
午後２時～
３時３０分

ボトルアクアリウムをつくろう！
使用済みのボトルを使用してちいさなビオトープをつくり、めだかの生態や
自然環境について学びます。つくったボトルアクアリウムは持ち帰って大事
に育ててね！

一般財団法人
進化生物学研究所
蝦名　元

小学生と保護者�10 組
≪申込多数の場合は抽選≫

７月２４日（金）

8月 7日（金）
午後１時３０分～
４時３０分

宇宙環境講座　ミッション 4
～ペットボトルロケット
　打ち上げカウントダウン～

ペットボトルロケットの作成・打ち上げを行い、なぜ、空気の力と水の勢い
でロケットが飛ぶのかということを学びます。

ＪＡＸＡ職員
小学生　30名
≪申込多数の場合は抽選≫

７月３１日（金）

8月 18日（火）
午後２時～
３時３０分

ブリヂストン環境ものづくり教室
ブリヂストンのものづくりの仕組みや環境への取り組みなどを、工場経営を
疑似体験できるボードゲームを通して楽しみながら学びます。

株式会社
ブリヂストン社員

小学生　20名
≪申込多数の場合は抽選≫
（小学校 3年生以下は保護者同伴）

８月１１日（火）

8月 27日（木）
午前１０時３０分
～午後４時３０分

エコ寺子屋
省エネやエネルギー、東京スクエアガーデンの環境に対する取組みを学び、
見学したことや感じたことで壁新聞を作成します。
※別途、昼食代として参加費 500円がかかります。

−
小学生　20名
≪申込多数の場合は抽選≫
（中央エコキッズ登録者）

８月２１日（金）

※9月以降のイベントについては、区のおしらせまたは、環境情報センターのホームページをご確認ください。

環 境 活 動 登 録 団 体 の 紹 介

■非営利グリーンネットワーク東京中央
　共同代表理事　森田千史　川渕恵子
　名誉顧問　　　和邇雅紀

■プラスチックみらい研究所
　会長　　　西奈緒美
　いい樹脂の日実行委員メンバー

環境活動発表会
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『
第
12
回
エ
コ
ま
つ
り
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
！

　

５
月
31
日
（
日
）、
あ
か
つ
き
公
園
と

中
央
区
保
健
所
で
「
知
ろ
う
！
や
ろ
う
！

私
た
ち
に
で
き
る
エ
コ
」を
テ
ー
マ
に『
第

12
回
エ
コ
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
・
自
然
保
護
・
リ
サ
イ
ク

ル
・
ご
み
の
減
量
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
問
題
に
つ
い
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
雨
の
予
報
も
あ

り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
青
空
が
広
が
り
、

都
心
で
は
５
月
と
し
て
は
過
去
1
4
0

年
で
も
っ
と
も
高
い
32
・
２
度
の
気
温
を

記
録
す
る
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は

63
店
舗
が
出
店
。
開
場
の
10
時
前
か
ら
早

く
も
オ
ー
プ
ン
し
、
次
か
ら
次
へ
と
来
場

す
る
人
た
ち
で
大
賑
わ
い
。
気
温
の
上
昇

以
上
に
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
園

内
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
「
リ
サ
イ
ク

ル
自
転
車
の
販
売
」。
昨
年
は
20
台
で
し

た
が
今
年
は
31
台
と
な
り
、
人
気
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
新
品
の
よ

う
に
見
え
る
自
転
車
も
あ
り
、
当
選
し
た

人
た
ち
は
喜
び
の
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。「
清
掃
車
を
操
作
し
て
み
よ
う
」で
は
、

清
掃
車
の
仕
組
み
や
、
自
分
で
で
き
る
ス

イ
ッ
チ
操
作
に
親
子
が
興
味
を
持
ち
、
長

い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央

区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
、
カ
メ
や
ス
ズ
ム
シ
な
ど
の
展
示
、
紙

で
鳥
を
つ
く
る
体
験
の
ほ
か
、
中
央
区
か

ら
出
た
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
し
て
つ
く
っ
た
野

菜
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

　

保
健
所
２
階
で
は
、
去
年
に
続
い
て
環

境
情
報
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
登
録
団
体
が
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
参

加
の
檜
原
村
は
特
産
品
を
販
売
し
、
ひ
の

は
ら
漬
け
や
紅
茶
ク
ッ
キ
ー
の
試
食
も
行

い
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ひ
の
じ
ゃ

が
く
ん
」
も
登
場
し
て
子
ど
も
た
ち
の
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

５
階
で
は
「
エ
コ
ア
ク
ト
で
地
球
温
暖

化
防
止
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」「
夏
の
節
電

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ

れ
、
係
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
り
、
操

作
盤
に
触
れ
た
り
す
る
家
族
連
れ
の
姿
が

目
立
ち
ま
し
た
。「
中
央
区
の
森
の
間
伐

材
で
貯
金
箱
を
作
ろ
う
！
」
の
コ
ー
ナ
ー

は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。「
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
づ
く
り
」
で
は
お
母
さ
ん

た
ち
に
交
じ
っ
て
、
ア
ク
リ
ル
毛
糸
と
編

み
針
に
挑
戦
し
て
い
る
お
父
さ
ん
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

公
園
内
、
保
健
所
内
の
指
定
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
景
品

が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
す
っ
か

り
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
来

場
者
の
方
々
か
ら
、「
毎
年
子
ど
も
達
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
」、「
エ
コ
マ
ー
ク
の

こ
と
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
役
に
立
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
環
境
へ
の
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
推
進
課　

環
境
活
動
係

☎
（
3
5
4
6
）
9
5
9
2

ク
リ
ー
ン
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

毎
年
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
（
５
月
30
日
）」

に
近
い
日
曜
日
に
区
内
全
域
で
実
施
し
て

い
る
ク
リ
ー
ン
デ
ー
が
5
月
24
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
デ
ー
は
区
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
行
う
一

斉
清
掃
で
す
。
今
年
で
25
回
目
を
迎
え
、

2
6
9
団
体
、
1
8,
0
0
0
人
を
上
回
る

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
富
町
会
を
お
訪
ね
し
、
清
掃

活
動
の
様
子
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
集
合
場
所
は
新
富
町
一
丁
目
の
町

会
事
務
所
前
で
す
。
10
時
の
開
始
時
刻
に

は
参
加
者
50
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
川
端
武

二
会
長
の
挨
拶
後
、
６
班
に
分
か
れ
、
箒
、

火
バ
サ
ミ
、
ち
り
取
り
、
収
集
袋
を
手
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
向
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
協
力
す
る
意
義
を
会

長
に
伺
う
と
「
町
会
で
は
清
掃
活
動
や
お

祭
り
な
ど
様
々
な
行
事
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
で
は
住
人
同

士
が
顔
見
知
り
に
な
れ
、
地
震
な
ど
い
ざ

と
い
う
と
き
に
お
互
い
に
助
け
合
え
る
関

係
が
築
け
ま
す
。
そ
れ
が
大
事
な
の
で

す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

作
業
中
の
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

小
さ
な
娘
さ
ん
と
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん

は
「
自
分
が
住
ん
で
い
る
町
で
す
か
ら
、

き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
て
」
と
話
さ
れ
、

傍
ら
で
お
子
さ
ん
も
「
楽
し
い
」
と
言
い

な
が
ら
一
生
懸
命
お
手
伝
い
し
て
い
ま
し

た
。

　

あ
る
女
性
は
「
清
掃
を
し
て
い
る
私
達

の
姿
を
見
て
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
い
け

な
い
、
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る

方
が
一
人
で
も
増
え
れ
ば
と
思
い
、
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

清
掃
を
終
え
た
皆
さ
ん
か
ら
は
「
年
々
、

ゴ
ミ
は
減
っ
て
い
る
が
、
植
え
込
み
や
側

溝
に
ゴ
ミ
が
あ
る
」
と
の
声
や
、
町
全
体

の
美
化
と
い
う
点
か
ら
、
歩
道
の
雑
草
を

抜
く
こ
と
も
大
切
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
町
が
清
潔
で
、
住
人
も
、
働

く
人
も
、
訪
れ
る
人
も
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
町
の
美
化
に
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
日
曜
日
の
朝
か
ら
、
ご
参
加
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先

環
境
推
進
課　

環
境
活
動
係

☎
（
3
5
4
6
）
５
４
０
３

ク
リ
ー
ン
デ
ー

中
央
区
の
森
・
檜
原
村
を
紹
介

す
る
協
働
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

（
中
央
区
森
の
応
援
団
）

　

中
央
区
森
の
応
援
団
は
、
区
民
に
檜
原

村
の
人
や
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
作
る

こ
と
や
、
森
を
整
備
す
る
中
で
出
て
く
る

間
伐
材
を
区
内
で
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

な
ど
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。
発
足
2
年
目
で
あ
る
昨
年
度
は
、
区

と
の
協
働
事
業
「
檜
原
村
で
知
る
、
見
る
、

視
察
ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、「
中
央
区
の
森

を
含
め
た
檜
原
村
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
」
を
区
内
の
団
体
の

ツ
ア
ー
企
画
者
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
団
体
に
中
央
区
の
森
を
訪
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

ツ
ア
ー
の
実
施
日
は
平
成
26
年
11
月
9

日
。
区
内
の
企
業
・
町
会
・
任
意
団
体
の

ツ
ア
ー
企
画
者
30
名
が
参
加
し
、
中
央
区

の
森
や
都
民
の
森
の
散
策
、
木
工
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
方
と
の

交
流
を
図
る
た
め
、
観
光
協
会
の
ガ
イ
ド

さ
ん
や
、
中
央
区
の
森
を
管
理
し
て
い
る

里
山
再
生
塾
の
方
に
、
昼
食
も
含
め
同
行

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
員
が
中

央
区
の
森
の
意
義
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

ツ
ア
ー
内
容
に
満
足
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、「
こ
れ
ま
で
中
央
区
の
森

を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
団
体
と
し

て
ツ
ア
ー
を
行
い
た
い
」
と
い
う
回
答
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
散
策
や
食
事

の
際
の
檜
原

村
の
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明

を
評
価
す
る

回
答
も
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、

ツ
ア
ー
参
加

団
体
以
外
に

も
紹
介
し
た

い
と
考
え
、

環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
で
報

告
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
ご
自
分
の
団
体

で
も
檜
原
村
に
行
っ
て
み
た
い
の
で
相
談

に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。

　

本
事
業
は
今
年
度
も
継
続
し
、
昨
年
度

調
査
し
た
場
所
に
加
え
、
残
り
の
観
光
資

源
も
調
査
し
、
ツ
ア
ー
企
画
時
に
役
立
つ

資
料
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

事
業
者
・
団
体
の
み
な
さ
ん

「
中
央
区
の
森
」
で
森
林
保
全
活

動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

区
で
は
、
区
内
事
業
者
・
団
体
の
方
を

対
象
に
、「
中
央
区
の
森
」
を
活
用
し
た

森
林
保
全
活
動
事
業
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
６

事
業
者
・
団
体
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
間
伐
作
業
や
木
材
の
運
び
出
し
な
ど

に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
環
境
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
自
然

豊
か
な
「
中
央
区
の
森
」
で
間
伐
な
ど
を

行
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
健
全

な
森
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
。
興
味

の
あ
る
方
は
左
記
、
問
合
せ
先
に
ご
相
談

い
た
だ
く
か
、
中
央
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

環
境
推
進
課　

環
境
活
動
係

☎
（
3
5
4
6
）
５
6
5
4

中央区の森を散策間伐の様子

都民の森を散策

中
央
区
の
森
だ
よ
り

現地での打合せ

エ

コ

ま

つ

り

フリーマーケットの様子清掃車を操作してみようコーナーの様子



小
型
家
電
の
回
収
場
所
と

回
収
品
目
を
増
や
し
ま
し
た

　

小
型
家
電
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
等
の
拠
点
回
収
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

４
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル
ハ

ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
ま
明
石
町
と
箱
崎
町
に
回

収
箱
を
常
設
す
る
と
と
も
に
、
回
収
品
目

を
増
や
し
ま
し
た
。

○
回
収
場
所
お
よ
び
回
収
時
間

・
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
ま
明
石

町
お
よ
び
箱
崎
町　

２
階

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
毎
週
月
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
そ
の
他
館
内
整

理
日
を
除
く
）

・�

小
学
校
等
の
拠
点
回
収

　

別
表
の
と
お
り

○
回
収
す
る
小
型
家
電

　

回
収
箱
の
投
入
口
（
縦
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
入
る

大
き
さ
の
小
型
家
電

（
例　

携
帯
電
話
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
カ
ー
ナ
ビ
、
電
子
辞
書
、
卓
上
計

算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
・
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
、
電
話
機
、
ラ

ジ
オ
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
電
気
か
み
そ
り
、

リ
モ
コ
ン
な
ど
）

○
持
込
上
の
注
意

・�

回
収
箱
の
投
入
口
を
超
え
る
品
物
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
。

・�

回
収
箱
に
入
れ
た
品
物
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。

・�

携
帯
電
話
な
ど
の
個
人
情
報
や
デ
ー
タ

は
必
ず
消
去
し
て
か
ら
お
出
し
く
だ
さ

い
。

・�

乾
電
池
類
は
取
り
除
い
て
か
ら
お
出
し

く
だ
さ
い
。

・�

袋
や
箱
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

・�

家
庭
か
ら
出
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
事

業
所
か
ら
出
た
も
の
は
持
ち
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
回
収
し
た
小
型
家
電
は
、
適
切
に
保

管
、
処
理
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
お
出
し

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

中
央
清
掃
事
務
所
清
掃
事
業
係

☎
（
３
５
６
２
）
１
５
２
３

小
型
家
電
の
回
収
場
所
・
品
目
の
拡
大

久
松
小
学
校

児
童
た
ち
に
大
人
気
の
小
さ
な

「
自
然
」

　

区
で
は
、
区
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
ビ
オ
：
Ｂ
Ｉ
Ｏ

＝
生
き
物
、
ト
ー
プ
：
Ｔ
Ｏ
Ｐ
＝
場
所
、

の
合
成
語
で
「
生
き
物
の
暮
ら
す
場
所
」

の
意
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

久
松
小
学
校
で
は
平
成
24
年
、
屋
上
に

ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
ま
し
た
。
同
校
で

は
、
児
童
た
ち
が
自
然
と
接
す
る
機
会
を

多
く
持
て
る
よ
う
に
と
、
廊
下
に
100
鉢
の

観
葉
植
物
を
置
き
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
草
花

を
育
て
、
ミ
ニ
水
田
で
の
米
作
り
、
校
庭

に
も
多
く
の
植
栽
を
配
し
て
い
ま
す
。
ビ

オ
ト
ー
プ
も
そ
の
一
環
と
し
て
整
備
さ

れ
、
季
節
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
姿
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
『
久
松

の
自
然
だ
よ
り
』
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

居
心
地
の
よ
い
場
所
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
」。
こ
う
語
る
の
は

酒
井
寛
昭
校
長
。
ビ
オ
ト
ー

プ
は
30
㎡
ほ
ど
の
小
さ
な
も

の
で
す
が
、
児
童
た
ち
に
大

人
気
で
、
訪
問
し
た
日
の
休

み
時
間
に
は
40
人
以
上
の
児

童
た
ち
が
集
ま
り
、
池
の
中

を
覗
い
た
り
、
植
物
の
間
の

虫
や
花
を
探
し
た
り
と
、
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
を
見
つ
け

て
い
ま
し
た
。

　

池
に
放
流
さ
れ
た
メ
ダ
カ

は
児
童
た
ち
の
人
気
者
。
鳥

も
多
く
飛
来
し
ま
す
。
ト
ン

ボ
も
多
く
、
ナ
ツ
ア
カ
ネ
、

ア
キ
ア
カ
ネ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、

シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
と
種
類
も

実
に
豊
富
。
中
に
は
池
に
産

卵
す
る
ト
ン
ボ
も
い
て
、
そ

れ
が
ヤ
ゴ
に
な
り
、
ト
ン
ボ

に
な
る
ま
で
観
察
で
き
る
そ

う
で
す
。

　
「
そ
う
し
た
生
き
物
や
植
物
の
変
化
を

季
節
ご
と
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ビ
オ

ト
ー
プ
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
生

活
科
、
理
科
の
授
業
、
食
物
連
鎖
の
学
習

な
ど
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
」
と
酒
井
校

長
。

　

専
門
の
業
者
に
年
２
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
日
常
の
手
入

れ
は
５
年
生
以
上
の
児
童
で
構
成
さ
れ
る

環
境
委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
池
に
溜

ま
っ
た
藻
を
取
り
除
い
た
り
、
ゴ
ミ
を
掃

除
し
た
り
と
自
主
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

酒
井
校
長
は
「
ビ
オ
ト
ー
プ
が
こ
こ
ま

で
子
ど
も
た
ち
の
好
き
な
場
所
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

久
松
小
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を

訪
問
し
ま
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
の

ご
案
内

　

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
ま
は
、

明
石
町
と
箱
崎
町
の
2
ヵ
所
に
あ
り
、
ご

み
の
減
量
と
資
源
の
再
利
用
を
目
的
と
し

た
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
不
用
品
の
展

示
に
よ
る
販
売
、
不
用
品
交
換
情
報
の
掲

示
や
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
開
催
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
販
売

　

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類
・
雑
貨

等
を
お
預
か
り
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

欲
し
い
方
が
お
買
い
上
げ
い
た
だ
く
こ
と

で
、
資
源
の
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

○
不
用
品
交
換
シ
ス
テ
ム

　

大
型
家
具
や
、
家
電
品
、
高
額
品
な

ど
、
不
用
品
販
売
で
展
示
が
で
き
な
い
品

物
を
譲
り
た
い
方
や
、
不
用
品
を
譲
っ
て

ほ
し
い
方
の
た
め
に
、
不
用
品
交
換
情
報

を
施
設
内
に
掲
示
し
、
や
り
取
り
を
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

不
用
品
販
売
、
不
用
品
交
換
シ
ス
テ
ム

の
詳
細
は
、
か
ざ
ぐ
る
ま
明
石
町
、
箱
崎

町
へ
の
お
問
合
せ
の
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※�

「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
か
ら
「
暮
ら
し
・

手
続
き
」
⇨
「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

⇨
「
不
用
品
の
交
換
・
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
購
入
・
土
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
へ

○
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
開
催

　

着
物
や
余
り
布
を
再
利
用
し
て
バ
ッ
グ

や
帽
子
な
ど
を
作
る
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
月
1
回
程
度
開

催
し
て
い
ま
す
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
開
催
は
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
は

が
き
、
ま
た
は
、
電
子
申
請
で
申
込
み
が

で
き
ま
す
。

●
所
在
地
／
問
合
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
ま
明
石
町

　
　

明
石
町
１
４
番
１
号

☎
（
３
５
４
６
）
２
９
９
１

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
ま
箱
崎
町

　
　

日
本
橋
箱
崎
町
３
６
番
１
５
号

☎
（
３
６
６
８
）
５
０
３
７

【
開
館
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
館
日
】

　

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
～
1
月
4
日
）
、
月
末
の
館
内
整

理
日

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
か
ざ
ぐ
る
ま

歩きたばこ・ポイ捨て禁止です。 「中央区歩きたばこ及びポイ捨てをなくす条例」
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ゆずりたい人
（無償・有償） ゆずってほしい人直接交渉

直接交渉

登録

情報
提供

情報
提供

登録

中　央　区

環境推進課
リサイクル

ハウスかざぐるま

《不用品交換システムの流れ》

⑴��専用はがき※に必要事項を記入して、郵送または、リサイクルハウスかざぐるま（明
石町・箱崎町）、区役所７階環境推進課まで持参してください。
⑵�リサイクルハウスかざぐるまの掲示板と区のホームページに約８週間掲載します。
⑶�ゆずってほしい（ゆずりたい）品物がありましたら、当事者間で直接交渉を行っ
てください。
◎�詳しくは区のホームページをご覧いただくか、リサイクルハウスかざぐるままで
お問合せください。
※専用はがきの配布場所
　�リサイクルハウスかざぐるま（明石町・箱崎町）、区役所７階環境推進課、日本橋
特別出張所、月島特別出張所
　なお、区のホームページからもダウンロードできます。

■拠点回収の回収場所および回収日時
京橋地域 日本橋地域 月島地域
毎週土曜日

午前 9時 30分～
11時 30 分

毎週土曜日
午前 9時～ 11時

毎週土曜日
午前 10時～正午

城東小学校 常盤小学校 佃島小学校
泰明小学校 日本橋小学校 月島第一小学校
中央小学校 有馬小学校 月島第二小学校
明石小学校 久松小学校 月島第三小学校

京橋築地小学校 阪本小学校 豊海小学校
明正小学校 日本橋中学校
銀座中学校

○�上記の拠点では小型家電のほか、牛乳パック・食品用トレイ・布類・廃食用油・
蛍光管・乾電池・園芸用土の回収も行っています。

【回収できる小型家電】
投入口（縦 10cm×横 25cm）に入る

大きさのもの

小型家電回収箱


